
活動とあゆみ
「敬称略」

1943 年 藤本蓮風、大阪市に生まれる。

1966 年 3 月
藤本蓮風、関西鍼灸柔整専門学校を卒業。鍼灸資格を取得。

同年、藤本漢祥院を大阪府堺市にて独立開業

1968 年
藤本蓮風、大阪市立大学医学部解剖学室・藤原知博士に学問的薫陶を受け、同大学に東洋医学の研

究会（大阪経絡学説研究会）を設置、同会代表幹事に就任

1973 年 8 月
『伝統医学の諸問題』藤本蓮風共著発行

『十二経絡図譜』藤本蓮風共著発行

1976 年
藤本蓮風、北辰会方式の診察法のベースとなる、「われわれの診断法」（東方会の「鍼灸医学」）の論文

を掲載。

1977 年 1 月 『弁釈鍼道秘訣集』藤本蓮風著 （自然社・現在の緑書房）発行

1979 年
藤本蓮風　大阪経絡学説研究会を辞し、有志と共に研究会

(学術団体・北辰会）を設立　同会代表に

1980 年 10 月 『中医舌診』浅見法蓮 訳　発行

1981 年

母校・関西鍼灸柔整専門学校で鍼灸古典（鍼灸理論）講師を始める。

以後・昭和 61 年までの講義内容等が有志によって整理・編集され

「臓腑経絡ノート」発行につながる。

1983 年 4 月 『針灸舌診アトラス』藤本蓮風共著 （自然社）発行

1984 年 3 月 『図解／簡明鍼灸脈診法』藤本蓮風著 （自然社）発行

1988 年 5 月 『ほくと』第一号創刊（以後旬刊）　　初代編集長は渡辺厳優

1989 月５月 3 日
藤本蓮風、北辰会有志 15 名と共に学術交流のため、中国訪問

南陽張仲景記念廟・張仲景国医大学・長沙馬王堆漢墓遺跡・成都中医学院を歴訪

1990 年 4 月 28 日～5 月 7

日

藤本蓮風、北辰会有志 6 名と共に学術交流のため、中国・内モンゴル訪問

北京中医研究院・医史博物館　内蒙古中医学院　成都中医学院等を歴訪

各国での学術交流を通じて、北辰会での医易学・古代鍼・傷寒論研究等が始まる発端となる

1990 年 4 月
『鍼灸医学における実践から理論へ　パ－ト 1』

藤本蓮風著　谷口書店発行

1990 年 8 月 第一回理事講師研修会開催（以後毎年開催）

1991 年 2 月 『臓腑経絡学ノ－ト』北辰会出版部発行　　谷口書店

1992 年 4 月 27 日～5 月 8

日

藤本蓮風、北辰会有志９名と共に学術交流のため、チベット・ネパール・インド・中国を歴訪。

成都中医学院、ラサ・チベット医学院、ベナーラス・ヒンドゥ大学アーユルベーダ医学部など各地の医学

院にて学術交流

1993 年 藤本蓮風、日本刺絡学会評議員となる

1993 年 6 月 第一回 藤本蓮風による公開臨床講座 奈良で開催

1993 年 10 月 『鍼灸医学における実践から理論へ　パ－ト２』



藤本蓮風著　谷口書店発行

1994 年 8 月 第４回国際アジア伝統医学会に藤本蓮風代表、奥村裕一学術部長講演

1995 年 藤本蓮風、日本経絡学会（現・日本伝統鍼灸学会）評議員となる

1996 年 4 月 中国医学学術交流会 開催（北辰会主催）

1996 年 5 月 北辰会関東支部を設立　初代支部長は中村順一

1996 年 5 月 第二回 藤本蓮風による公開臨床講座 開催 （北辰会関東支部主催）

秋期研修会開催（北辰会の対外的なアピ-ル､内部充実をはかる目的で新大阪コロナホテルで開催）

『アレルギーは鍼で治せ』藤本蓮風著　双葉社発行

1998 年 藤本蓮風、日本伝統鍼灸学会参与・評議員となる

1998 年 2 月 8 日 第 1回　順雪会　（於　群馬 ニッタプラザホテル）

1998 年 4 月 第７回刺絡学会開催（北辰会運営担当）

1998 年 11 月 「臨床古典学提唱」藤本蓮風著　北辰会書籍部発行

1999 年 藤本蓮風、森ノ宮医療学園専門学校　特別講師となる

1999 年 2 月 14 日 第 2回　順雪会　（於　群馬 ニッタプラザホテル）

1999 年 5 月 四日市市医師会東洋医学研究会、日本刺絡学術大会で藤本蓮風が講演

1999 年 9 月 『内経気象学リアルタイム』橋本浩一　制作

1999 年 10 月 藤本蓮風による第三回公開臨床講座・北辰会秋期研修会開催

1999 年 11 月 日本臨床鍼灸懇話会にて藤本蓮風が講演

2000 年 2 月 国立神戸視力障害センターにて藤本蓮風による特別講義

2000 年 2 月 13 日 第 3回　順雪会　（於　水上温泉 ホテル松ノ井）

2000 年 4 月
森ノ宮医療学園専門学校において「鍼灸理論としての臓腑経絡学」講義がはじまる。

講師・藤本蓮風、奥村裕一、油谷直。

2000 年 6 月
第５３回日本東洋医学会京都大会　シンポジウム開催、藤本蓮風が副座長（喘息）

奥村裕一学術部長がパネラー（アトピー）。

2000 年 8 月 日本鍼灸師会青年部会全国集会において特別講義、藤本蓮風・大八木敏弘。

2001 年 2 月 12 日 第 4回　順雪会　（於　水上温泉 ホテル松ノ井）

2001 年 6 月 東京衛生学園で第四回公開臨床講座 

2001 年 6 月 23 日 北辰会関東支部・研究資料集　『順雪』①　北辰会関東支部発行

2001 年 10 月 第２９回日本伝統鍼灸学会学術大会　顧問　藤本蓮風　副会頭　奥村裕一

2002 年 2 月 11 日 第 5回　順雪会　（於　群馬 薮塚温泉）

2002 年 9 月

『改訂増補版　胃の気の脈診』藤本蓮風著

（森ノ宮医療学園出版部）発行

UNITED STATES National Llbrary of Medicineに蔵書される 

2003 年 2 月 9 日 第 6回　順雪会　（於　群馬 薮塚温泉）

2003 年 6 月 『臓腑経絡学』藤本蓮風監修　藤本蓮風、奥村裕一、油谷真空主編



（森ノ宮医療学園出版部）発行

2003 年 6 月 『十二経絡図譜電子版』CD-ROM　藤本蓮風監修　橋本浩一制作（森ノ宮医療学園出版部）発行

2003 年 12 月 朝日カルチャー奈良　講師　講義始まる

2004 年 1 月
『鍼灸医学における実践から理論へ　パート 3』藤本蓮風著

たにぐち書店発行

2004 年 国立神戸視力障害センター講師　講義始まる

2004 年 1 月～

（2005 年 1 月まで 12回）

●　朝日カルチャーセンター講座「知って得する鍼の力」藤本蓮風

　　「東洋医学の基礎」「鍼治療の不思議」「アレルギー疾患に鍼の力」

　　「東洋医学の陰陽論」「易の理論」「人と自然」など

●　国立神戸視力障害者センター　卒業生対象講習会　藤本蓮風

　　「中医学に基礎をおいた鍼灸治療の実際」

2004 年 2 月 15 日 第 7回　順雪会　（於　水上温泉 ホテル松ノ井）

2004 年 4 月 『ほくと』35 号発行

2004 年 9 月 23 日 第 1回シンポジオン　藤本蓮風「鍼術治療から観た自然の活かし方」

2004 年 10 月

●　第 18回　間中賞受賞　『臓腑経絡学』

●　第 13回　全日本鍼灸学会九州支部学術集会　長崎大会　藤本蓮風「舌診について」

●　秋季研修会

2004 年 11 月 21 日 第 27回長崎鍼灸治療学会　藤本蓮風　講演「病治しの少数鍼」と実技

2004 年 12 月 『ほくと』36 号発行

2005 年 1 月･2 月
国立神戸視力障害センター　卒業生対象講習会

藤本蓮風「打鍼法の実際」、「中医学に基礎をおいた鍼灸治療の実際」

2005 年 1 月 29 日 藤本蓮風　特別講義「胃の気の脈」（於　森之宮医療学園）

2005 年 2 月 12 日 第 8回　順雪会　(於　水上温泉 ホテル水上館)

2005 年 2 月 20 日 たには会東近畿支部研修会　奥村裕一「五十肩の鍼灸治療」

2005 年 2 月 24 日 浅野理子　ＣＥＵセミナー「美容効果を上げる東洋医学」

2005 年 4 月 27 日 藤本蓮風「鍼灸の挑戦―足－」（於　吹田市立博物館）

2005 年 5 月 20 日～22 日 日本東洋医学会学術総会　沢田勉、村井和、高橋道知

2005 年 5 月 29 日 愛知県鍼灸師会婦人科疾患研修講演　奥村裕一

2005 年 6 月 『ほくと』37 号発行

2005 年 9 月 1 日 助産学科より母子の健康・生活科学講演会　吉金千賀子　「母子の健康と東洋医学」

2005 年 9 月 11 日 北海道鍼灸師会講演会　藤本蓮風「打鍼について」

2005 年 10 月

●　北辰会秋季研修会

●　赤門鍼灸柔整専門学校学友会講演　奥村裕一　「北辰会方式の基礎と臨床」

●　第３３回　伝統鍼灸学会　藤本蓮風　シンポジウム「経絡とは何か～『霊枢』経脈篇をめぐって～」

2005 年 11 月 第二回シンポジオン　藤本蓮風　「こころ　ころ　ころ」

2005 年 12 月 国立神戸視力障害センター特別講義　藤本蓮風「夢分流腹部打鍼術」



2006 年 2 月 『ほくと』38 号発行

2006 年 2 月 12 日 第 9回　順雪会　(於　水上温泉 ホテル水上館)

2006 年 4 月 14 日

～16 日

第 103回　日本内科学会講演会　藤本蓮風・村井和

「炎症性腸疾患に鍼・漢方薬治療が奏功した４症例」

2006 年 5 月 14 日
全日本鍼灸学会　京都地方会　第 25回学術講演会　藤本蓮風　講演実技指導

「効果ある鍼灸治療　腰痛篇」

2006 年 6 月 『ほくと』39 号発行

2006 年 10 月 北辰会秋季研修会

2006 年 11 月 4 日～5 日
第３４回日本伝統鍼灸学会大分大会

[一般研究発表]　尾崎真哉、森洋平、藤本彰宣

2006 年 11 月 18 日 ＳＫＹ天恵会生涯学習　特別講義　藤本蓮風「東洋医学と鍼」

2006 年 12 月 『ほくと』40 号発行

2006 年 12 月 13 日 国立神戸視力センター特別講義　藤本蓮風　「夢分流打鍼法」

2007 年 藤本蓮風、森ノ宮医療大学　特別講師となる

2007 年 1 月 10 日 国立神戸視力センター特別講義　藤本蓮風　「中医学を基礎においた鍼灸治療」

2007 年 2 月 広州中医薬大学　第一回訪問

2007 年 6 月 15 日～17 日
第５８回日本東洋学会広島大会

［発表］藤原昭宏、村井和、沢田勉、高橋道知、大沢正秀

2007 年 8 月 12 日 全日本鍼灸学会　徳島地方会講演会（学生認定講習）・日本東洋医学会徳島県部会

2007 年 8 月 26 日 北辰会夏季研修会

2007 年 9 月 広州中医薬大学　第二回訪問　学術交流協定調印と講演会

2007 年 10 月 『ほくと』41 号（広州中医薬大学特集）発行

2007 年 10 月 6 日
第 3回日本鍼灸師会　全国大会 in 大阪

藤本蓮風　臨床実技「北辰会方式　打鍼と体表観察」

2007 年 10 月 14 日 北辰会秋季研修会にて狂言（神鳴）公演、喘息特集

2007 年 10 月 26 日～27 日

日本伝統鍼灸学会札幌大会

［実技披露］藤本彰宣、堀内秀訓

［一般発表］水本淳、原元気

［ポスター発表］神野英明、橋本浩一、油谷真空、浅野理子、川上哲弘

2007 年 12 月

『藤本蓮風　経穴解説』藤本蓮風著 メディカルユーコン発行

『鍼灸医学における実践から理論へ　パート４』藤本蓮風著

たにぐち書店発行 
『ほくと』42 号発行

2007 年 12 月 19 日 国立神戸視力センター特別講義　藤本蓮風　「夢分流打鍼法の実際」

2008 年 1 月 23 日 国立神戸視力センター特別講義　藤本蓮風　「中医学に基礎をおいた鍼灸治療の実際」

2008 年 2 月 1 日 愛知県鍼灸師会　臨床補習講座　奥村裕一　「北辰会方式による弁証論治について」



2008 年 2 月 9 日～10 日 第 10回　順雪会　(於　水上温泉 ホテル水上館)

2008 年 6 月 『ほくと』43 号　発行

2008 年 6 月 6 日

～8 日

第 59回　日本東洋医学会学術大会　　仙台大会

[一般研究発表]　堀内秀訓　藤本彰宣　水本淳　大八木敏弘　西川順子　大沢正秀　藤原昭宏

　　　　　　　　　　　原元気　 藤本蓮風　沢田勉　村井和

2008 年 6 月 22 日
学生の為の鍼灸セミナー　(北辰会は何をアピールするのか)

対象：明治国際医療大学・明治東洋医療専門学校一年生　講義・被験者を募っての実技　奥村裕一

2008 年 6 月 30 日 『鍼灸治療　上下左右前後の法則』藤本蓮風著 メディカルユーコン発行

2008 年 7 月 6 日 神奈川県鍼灸師会　生涯学習講習会　北辰会方式の基礎と臨床　奥村裕一

2008 年 7 月 20 日～21 日 北辰会夏季大研修会（打鍼）開催

2008 年 8 月 31 日 『アレルギーは鍼で治す！』藤本蓮風 森ノ宮医療学園出版部発行

2008 年 9 月 14 日

徳島県鍼灸学会　特別講習会

①　夢分流打鍼術の講義と実技指導　大八木敏弘　田辺雅春

②　難病治療前線―『経穴解説』を資料に　藤本蓮風　村井和

2008 年 9 月～11 月 森ノ宮医療学園専門学校授業　伝統鍼灸各論　奥村裕一

2008 年 10 月 25 日～26 日

第 36回　日本伝統鍼灸学会学術大会　東京大会

[一般研究発表]　上野涼子　橋本浩一　後藤りゅう　尾崎真哉　坂東一樹

実技供覧：奥村裕一

2008 年 11 月 9 日 愛知県鍼灸師会　第 43回鍼灸臨床補習講座　北辰会体表観察　　大八木敏弘

2008 年 12 月 『ほくと』44 号　発行

2009 年 2 月 北辰会は一般社団法人に認可される。

※『疾患別治療大百科』（医道の日本社）に北辰会方式の治療が掲載されています。

・シリーズ１・腰痛・北辰会方式による腰痛治療

・シリーズ２・膝関節痛・北辰会方式による膝関節痛治療

・シリーズ３・頚肩腕痛・北辰会方式による頚肩腕痛治療

・シリーズ４・頭部疾患・北辰会方式による顔面神経麻痺治療

・シリーズ５・頭部疾患・北辰会方式による鼻・喉の疾患の治療

※また、藤本蓮風解説『北辰会方式の診断法』ビデオ３巻、ジャパンライム社（平成９年）では、

北辰会方式の診断法を詳しく紹介しています。


